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2026 年３月期中間連結会計期間の業績予想値と実績値との差異 

及び 2026 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向および事業構造改革に係る施策に伴う特別損失の計上等により、2025年４月28日

に公表した2026年３月期中間連結会計期間の連結業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じまし

たのでお知らせ致します。また、2026年３月期通期の連結業績予想についても修正しましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

  

1. 2026 年３月期中間連結業績予想値と実績値との差異 

(2025 年４月１日～2025 年９月 30 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

310,000 

百万円 

33,000 

百万円 

29,500 

百万円 

19,000 

円 銭 

     64.83 

実績値(B) 326,204 48,700 46,667 23,870 81.58 

増減額(Ｂ－Ａ) 16,204 15,700 17,167 4,870 － 

増減率(％) 5.2 47.6 58.2 25.6 － 

（ご参考）前中間期実績 

(2025 年３月期中間期) 
298,352 39,700 38,367 25,869 87.02 

 

2. 2026 年３月期通期 連結業績予想の修正について 

（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

630,000 

百万円 

75,000 

百万円 

70,000 

百万円 

55,000 

円 銭 

    187.65 

今回発表予想(B) 650,000 85,000 82,000 55,000 189.44 

増減額(Ｂ－Ａ) 20,000 10,000 12,000 － － 

増減率(％) 3.2 13.3 17.1 － － 

（ご参考）前期実績 

(2025 年３月期) 
619,513 81,241 78,249 54,933 185.96 

 



 

3. 差異及び修正の理由  

当社グループは、資本コストを意識し、全社の視点から企業価値を高めるために事業ポートフォリオ

方針を定め、ＮＧＫ版ＲＯＩＣを用いた収益性と、売上高成長率を用いた成長性の二軸で精査しており

ます。コア事業や今後の成長が期待される事業群への経営資源の投入を検討するほか、低成長・低収

益に区分される事業については、今後の事業継続の判断において単年度及び中期的な経営計画に

基づく計数面での評価に加えて、長期的な視点での成長可能性、収益性等を個別に社内の戦略会議

等で議論し、経営に関する重要な事項として取締役会が監督しております。 

 

当社は、本日開催の取締役会において、業績低迷が継続するエナジーストレージ事業のＮＡＳ ®電

池(ナトリウム/硫黄電池)について、製造・販売活動を終了し、新規受注の獲得を行わない方針を、セラ

ミックパッケージ事業について、2026 年 4 月 1 日（予定）を効力発生日として当社の完全子会社である

NGK エレクトロデバイス株式会社の営業部門を会社分割（簡易吸収分割）の方法により当社へ承継す

ることをそれぞれ決議し、本日「ＮＡＳ電池の製造及び販売活動終了に関するお知らせ」、「当社と当社

の完全子会社（NGK エレクトロデバイス株式会社）の会社分割（簡易吸収分割）及び当社完全子会社

間の吸収合併に関するお知らせ」として開示しております。 

 

当中間連結会計期間の実績につきましては、当社グループのエンバイロメント事業においては、自動

車関連製品の出荷が関税率引き上げを意識した駆け込み需要等により増加したほか、産業プロセスの

工事案件売上計上も重なり、売上高が増加しました。デジタルソサエティ事業は、半導体製造装置用

製品について、先端ファウンドリ工場新設の計画が後退しているものの、一部客先の在庫積み増しによ

り出荷が増加しました。エネルギー＆インダストリー事業については、がいしの需要が堅調に推移し 4 月

公表値並みの売上高となりました。全社では、為替の円安もあり、売上高は前回予想を上回りました。

利益面では、売上の増加に加え各種費用の発生遅れ等により、営業利益、経常利益はいずれも前回

予想を大きく上回りました。親会社株主に帰属する中間純利益は、エナジーストレージ事業として展開

するＮＡＳ®電池の製造及び販売活動終了に係る事業構造改革費用 116.9 億円を特別損失として計

上しましたが、前回予想を上回りました。 

2026 年３月期通期の見通しにつきましてはエンバイロメント事業の自動車関連製品で下期に関税影

響による自動車販売の減少による需要減を見込むことに加え、デジタルソサエティ事業の半導体製造

装置用製品についても一部客先における在庫積み増しの需要が下期には剥落することを想定するもの

の、関税の直接影響を売価改定で改善すること等により、売上高、営業利益、経常利益については前

回予想を上回る見通しです。親会社株主に帰属する当期純利益については、ＮＡＳ®電池の製造及び

販売活動終了に係る事業構造改革費用を年間では約 180 億円計上する一方、政策保有株式の縮減

による売却益を織り込み 2025 年 4 月公表数値を据え置きました。なお、下期の為替レート前提は、１米

ドル 145 円、１ユーロ 170 円としております。 

 

期末配当予想につきましては、不採算事業に対する経営判断により、今後の業績やキャッシュ・フロ

ーの改善が着実に進むと共に、事業実勢のプラスによる営業利益の増加の確実性が高まる事から、事

業の状況を踏まえた資金見通し、将来の成長に必要となる経営資源、当社の配当政策を総合的に勘

案し、中間配当及び期末の配当予想について、2025 年４月の予想から１株あたり５円増配の 38 円とし、

年間 76 円とさせていただく予定であります。 

 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいており、実際の数値は今後様々な要

因により予想数値と大きく異なる可能性があります。 

以 上 


